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近年、物質中の光学フォノンの量子力学的性質が量子技術においても注目されている。その中

でもダイヤモンドの光学フォノンはエネルギーが非常に高い(136meV)ため、室温のエネルギー

(25meV)による擾乱を受けにくい性質からフォノンの量子性に注目した研究がなされている[1-2]。

本研究では、ポンプ-プローブ法を用いて、ダイヤモンドに生成されたコヒーレントフォノン[3]の

波長分解型反射率計測[4-5]により観測した。 

本実験では、試料に Ib型ダイヤモンド単結晶(100)を用いた。光源は Ti:Sapphireレーザーで、中

心波長 818 nm、繰り返し率 78 MHz、パルス幅 10.2 fsであった。ポンプ光とプローブ光の強度は

それぞれ 20、14 mWとし、偏光は結晶面に対しポンプ光を [110]、プローブ光を[-110]に設定した。

バンドパスフィルタは光検出器の前に置き波長分解測定を行った。バンドパスフィルタは中心波

長が 900、850、800、740、720 nmでバンド幅は 10 nmのものを用いた。 

図 1 は各波長の過渡反射率の時間変化を表す。どの波長においてもダイヤモンドの光学フォノ

ンの振動数 40 THz (=165 meV)の振動を観測することができた。また、反射率変化の大きさと反射

率変化の振動の位相が選択波長によって変わるこ

とが分かる。特にフィルタなしの計測と比べると、

バンドパスフィルタを用いた波長分解型計測では、

反射率変化が一桁以上大きいことがわかる。これ

は、反射光が入射光と同じ周波数の光とフォノン

振動による変調光を含み、位相の異なる光が干渉

しあい、強度に影響を与えるからである。 
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図 1 ダイヤモンドの波長分解型反射率変化 
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